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種　別 バレーボール（聴覚） 会　場 大野市エキサイト広場総合体育施設体育館
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☑１回戦(第２試合)　□準決勝(第　試合)　□３位決定戦　□決勝戦　□交流戦(第　試合)

勝利チーム

大阪市 25 11 福井県
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都道府県、指定都市名 都道府県、指定都市名

主　審： 宮前　憲一 副　審： 入場　賢則

廣瀬　智之

を中心とした攻撃を行う、大阪市の対戦となった。

　第１セット、大阪市は確実なレシーブから梅本選手を中心とした攻撃で、序盤から大き

　第２セット、序盤から両チームともに一歩も引かない接戦となる。中盤、大阪市は、今

井選手を中心とした攻撃で、連続得点を奪いリードする。福井県も、サーブと粘り強いレ

シーブから反撃を試みるが、地力に勝る大阪市が正確なレシーブからの攻撃で、着実に得

点を重ね、準決勝進出を決めた。

　福井県と大阪市の一回戦。サーブとチームワークが持ち味の福井県と、梅本、今井選手

くリードを奪う。大阪市は、中盤にも連続得点しさらにリードを広げた。対する福井県は、

終盤、粘り強いレシーブから丸山選手のスパイク、源谷選手のサーブで連続得点し追い上

げたが一歩及ばず、大阪市がこのセットを取った。


